
 

 

 

第７６８９号                                  ２０２２年１２月２１日（水） 

 

     １００年前のトモダチ作戦 
                      防災システム研究所所長  山村 武彦 

 

◆「１分早ければ、１人多く助かる」 
東日本大震災の時、米国は多数の将兵、航空機、艦船を投入した「トモダチ作戦」で支援してくれたが、

米国のトモダチ作戦は１００年前にもあった。 

１９２３年９月１日午前１１時５８分、関東地方南部を震源とするマグニチュード（Ｍ）７．９の地震が発生。

１都１０県の被害は、全壊１０万９千棟、全焼２１万２千棟、死者・行方不明約１０万５千人と推定されてい

る。昼時分で火を使っていた家も多く、各所で火災が発生。強風にあおられ火は延焼拡大し、３日間燃え

続け、東京、横浜の市街地は焼け野原となった。 

日本の大地震発生を知った当時のクーリッジ米大統領は、９月２日付で大正天皇へ電報を打ち、深い

哀悼の意を表し支援を申し出る。そして、アジア艦隊などに日本救援を命じ、大統領自らラジオで呼び掛

け、短期間に見舞金約１２００万ドルを集め日本に寄贈。その時のキャッチフレーズは「日本を救おう、１

分早ければ、１人多く助かる」だった。 

 

◆米地震に日本から見舞金 
これほどの対日支援をクーリッジ大統領が決断したのは、１９０６年４月１８日のサンフランシスコ地震

にある。被害は建物だけでなく、ガス・水道管損壊で、サンフランシスコは三日三晩燃え続け、約３千人

が死亡し、約２２万５千人が家を失った。 

当時、カリフォルニアへの日本人移民は５万人を超え、黄禍論が勢いを増し、日本人排斥運動も起き

ていた。日本政府は対日世論改善の願いも込め、多額の見舞金を贈り、病院船の派遣を申し出る。また、

地震国同士の同情もあって募金運動は日本中に広がり、日本からの見舞金総額は約３０万ドルに達し、

他のすべての国の合計額を上回ったといわれる。これは「日本のトモダチ作戦」だった。 

しかし、こうした日本の善意によっても米国の排日感情は収まらず、逆に地震の７カ月後、サンフラン

シスコ市学務局は、震災による教育施設の過密化を理由に、日本と韓国の学童には公立学校利用を認

めない「日本・韓国学童隔離措置」を決議した。日本からは「恩をあだで返す」仕打ちに見えた。その後、

日本政府の抗議や国内からの批判で約半年後に決議は撤回される。 

 

◆戦争と平和 

自国民を人種差別し憎悪の刃を向ける被災地を支援する日本に、政治家を志していた当時３１歳のク

ーリッジは感銘を受け、深く胸に刻んだといわれる。 

１９２３年８月２日、ハーディング米大統領の急死により、クーリッジ副大統領が大統領に昇格。その１

カ月後に関東大震災は発生した。世界中から物資や見舞金が寄せられたが、一番多くの物資、見舞金

を届けたのが米国だった。サンフランシスコ地震の義理を、クーリッジ大統領が１７年後の「トモダチ作

戦」で返した。その米国と日本はそれから１８年後、戦争に突入する。 

歴史に「もし」はないが、もしその時、米大統領がクーリッジだったら、戦争は回避できただろう。昨今

のロシアによるウクライナ軍事侵攻を見ても、戦争と平和はリーダー次第だ。厳寒の冬、エネルギー施

設破壊や市民殺害を繰り返す暴挙を、他のリーダー達はなぜ看過しているのか。 

（やまむら・たけひこ）                                                                                                                


